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中鉢正美名誉教授略歴

大正9 年12月東京市芝区愛岩下町に父不二郎，母静の長男として生まれる。

大正10年 8 月東京府苗原郡目黒村に転居

昭和2年 4 月白金尋常小学校に入学

昭和8 年 4 月慶應義塾普通部に入学

旧和13年 4 月慶應義塾大学経済学部予科に進学

昭和16年 4 月慶應義塾大学経済学部経済科に進学

昭和17年 4 月藤林敬三ゼミに参加

昭和18年10月慶應義塾大学大学院特別研究生第一期開始

昭和19年 4 月藤村幸子と結婚

昭和20年 8 月 長 男 正 明 誕 生  '

昭和21年 4 月慶應義塾大学経済学部助手明治学院大学非常勤講師 

昭和21年10月慶應義塾大学大学院特別研究生第二期開始中央労働学園嘱託 

肺結核のため療養（昭和24年まで）

昭和22年 9 月次男憲ニ郎誕生

昭和23年 9 月大学院特別研究生第二期修了

昭和24年12月北鎌倉山之内に転居

昭和25年 4 月厚生科学研究費による最低生活費と生活保護基準に関する調査研究（主査大河内一男）に参加 

昭和26年 4 月慶應義塾大学経済学部助教授日本建築学会住宅困窮度の判定に関する小委員会委員 

昭和27年 9 月中央賃金審議会専門委員（労働省）厚生統計協議会専門委員（厚生省）太平洋問題調査会小 

委員会委員

昭和30年 3 月 統 計審議会専門委員（行政管理庁）米価審議会専門委員（農林省）経済* 議会専門委員(経済 

企画庁）

昭和31年 4 月社会政策学会幹享東京齒科大学非常勤講師 

昭和31年 7 月 医 麽 保 障 委 員 （厚生省）

昭和32年 4 月慶應義塾大学経済学部教授

昭和33年 5 月日本学術会議科学者の生活実態調査小委員会委員

昭和33年12月臨時家内労働調査会委員（労働普）

昭和35年 3 月慶應義塾大学経済学博士（学位論文「家庭生活の構造における履歴効果」）

昭和35年11月 中 央 a 会福祉參議会委員（厚生省）

昭和36年 1 月慶應義塾大学産業研究所所員

昭和36年 4 月婦人少年問題審議会委員（労働省）平和経済計画会議専門委員 

昭和36年 6 月児童福祉審議会臨時委員〔厚生省）

昭和36年 8 月農政審議会専門調査員（農林省）

昭和37年 3 月国民生活向上対策審議会専門委員（経済企画庁）

昭和37年 5 月全国自治体病院協議会財政委員会委員 

•昭和38年 4 月資源調査会専門委員

昭和39年 2 月ミシガン大学日本研究センター等に慶應義塾派遣留学（昭和40年 1 月まで）
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昭和40年 3 月 三 男 洋 夫 （ひろお）誕生 

昭和40年 4 月社会保障研究所専門委員

この年から5 回にわたり，川崎，北会津（昭和41年)，掛 川 （昭和43年以降）で生活周期と家

計を中心とした実態調査を実施

地域開発研究與理事原爆医療審議会委員（厚生省）

昭和41年 3 月厚生省公衆衛生局による原爆被爆者生活実態に関する面接調査を広島で行う 

昭和41年 4 月 家 内労働審議会委員（労働省）

昭和41年 5 月再び目黒に転居

昭和42年 9 月公衆浴場入浴料金協議会委員（東京都） , -

昭和42年10月お茶の水女子大学家政学部非常勤講師 

昭和44年 4 月環境衛生適正化審議会委員（東京都）

昭和44年 6 月慶應義塾大学通信教育部長

昭和44年11月慶應義塾大学経済学部長（昭和46年 9 月まで）

昭和45年 3 月 学 術審議会専門委員（文部省）

昭和47年 6 月婦人に関する諸問題調査会議委員（総理府）

昭和48年 4 月社会保障制度爱議会委員（総理府）

昭和48年 7 月社会福祉法人慶福言児会評議員•理事

旧和48年 8 月ワシントン大学での日本産業化とその社会的帰結に関する国際シソポジウムに参加し報告. 

討論

昭和50年 4 月上替大学非常勤講師日本社会事業大学非常勤講師 

昭和50年 8 月原爆被爆者生活実態調査を再び広島で行う 

昭和50年10月婦人問題企画推進会議委員（総理府）

昭和50年 日本生活学会研究会担当理事東京都家内労働対策研究会議委員 

昭和51年 4 月日本女子大学文学部社会福祉学科非常勤講師

昭和51年 社会福祉研究所理事 

昭和52年10月東京大学経済学部非常勤講師 

昭和53年12月 第 4 回今和次郎賞受賞

昭和54年 8 月原爆被害の全体像に関する研究会（於一橋大学）の席上，脳出血で倒れ国家公務員共済組合 

立川病院に入院

昭和54年11月伊豆菲山温泉病院に転院し療養（昭和55年 4 月まで）

昭和56年 1 月社会福祉審議会臨時委員（東京都）

昭和56年 3 月統計審議会国民生活 •社会統計部会専門委員（行政管理庁）

昭和56年 4 月 労 働 審 議 会 委 員 （東京都）

昭和57年 4 月放送大学開学準備委員会委員
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